
■亀井茲矩の朱印船貿易
　これは鹿野城主亀

かめ

井
い

茲
これのり

矩（1557～1612）が 1609（慶
けい

長
ちょう

14）年の朱
しゅ

印
いん

船
せんぼうえき

貿易で入手した輸入品を書き上げたものである。
　朱印船貿易とは、江戸幕府から海外渡航許可書である朱

しゅ

印
いん

状
じょう

を与
えられた大名や商人が行った対外貿易であり、茲矩は計3回の朱印船
貿易を行った。これは2回目の貿易に関するものである。
■朱印船貿易の貿易品
　これによれば、綸

りん

子
す

・木綿と
いった布や象

ぞう

牙
げ

・サイ角などに
加えて、ラシャなどのヨーロッ
パの織物やシャムの鉄炮、ま
た亀井家の菩

ぼ

提
だい

寺
じ

である譲
じょう

伝
でん

寺
じ

（鹿野町）への蘇
そ

木
ぼく

など、多様な品目が並んでいるのが注目される。
茲矩が広く世界に目を向けた武将であったことが窺える。

　（担当：岡村吉彦）
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易② ―荷物覚書―

『石
いわ

見
み

亀井家文書』（国立歴史民俗博物館蔵）★

・鳥取市あおや郷土館編『図録　戦国の知将　亀井茲矩』（2012年）

回 時期 行き先

1 1607（慶長12）年8月 西洋（サイヨウ）

2 1609（慶長14）年8月 暹羅（シャム）

3 1610（慶長15）年8月 暹羅（シャム）

【亀井茲矩の朱印船貿易】
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